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チャレンジ
加
害
者
家
族
支
援
で

地
域
の
再
犯
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

宮
城
県
仙
台
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人W
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rld
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p
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日
本
初
の

加
害
者
家
族
支
援
団
体
と
し
て
設
立

　
日
本
で
は
平
成
11
年
か
ら
21
年
に
か
け
て
司
法
制

度
改
革
に
よ
り
、
裁
判
員
制
度
や
法
科
大
学
院
制
度

な
ど
が
創
設
さ
れ
た
。
平
成
17
年
に
は
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、被
害
者
支
援
が
法
律
で
明

文
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家

族
等
へ
の
支
援
体
制
が
全
国
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
犯
罪
加
害
者
家
族
は
、
犯
罪
や
不

法
行
為
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯
罪
者

同
様
に
厳
し
い
非
難
に
晒
さ
れ
、
社
会
的
な
差
別
を

受
け
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
現
在
、
加
害
者
家
族
支

援
を
標
榜
す
る
団
体
は
国
内
で
は
3
団
体
ほ
ど
に
限

ら
れ
て
い
る
。
加
害
者
家
族
支
援
の
根
拠
と
な
る
法

律
が
な
い
こ
と
、
日
本
で
は
連
帯
責
任
の
風
潮
が
強

く
加
害
者
家
族
自
身
が
声
を
あ
げ
に
く
い
こ
と
な
ど

が
支
援
活
動
の
広
が
ら
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
宮
城
県
仙
台
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

W
orld O

pen H
eart

は
、
平
成
20
年
に
日
本
初
の

加
害
者
家
族
支
援
団
体
と
し
て
設
立
し
、
支
援
の
網

か
ら
こ
ぼ
れ
る
加
害
者
家
族
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

継
続
的
・
長
期
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
法
人
を
設
立
し
た
理
事
長
の
阿
部
恭
子
氏
は
、

東
北
大
学
大
学
院
在
籍
中
の
平
成
20
年
に
有
志
の
学

生
と
と
も
に
社
会
的
差
別
と
自
殺
の
調
査
・
研
究
を

目
的
と
し
た
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
で
あ
る
犯
罪
加
害
者
家
族
へ
の
支
援
活
動
を
開
始

し
た
。平
成
23
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、全
国
の
加
害

者
家
族
を
対
象
に
し
た
相
談
事
業
や
加
害
者
家
族
会

の
開
催
、
調
査
・
研
究
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
相
談
事
業
で
は
、
年
間
約
３
０
０
件
の
相
談
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
に
軽
微
な
事
件
か
ら
凶
悪
な
事
件
ま

で
３
０
０
０
件
を
超
え
る
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
法
人
は
、
令
和
５
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
加
害
者
家
族
支
援
を
通
し
た
地
域
の
再
犯
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
加
害
者
家
族
支
援
の
強
化
と
関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
に
、
①
加
害

者
家
族
電
話
相
談
、
②
加
害
者
家
族
支
援
、
③
再
犯

防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、
④
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
を
行
っ
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
阿
部
理
事
長

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
犯
罪
の
多
い
欧
米
で
は
加
害
者
家
族
は
被
害
者

的
な
立
場
で
、
加
害
者
家
族
支
援
が
社
会
的
に
認
知

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
認
知
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

と
、再
犯
防
止
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
加
害
者
家
族
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

再
犯
防
止
に
関
わ
る
団
体
や
支
援
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人W

orld O
pen H

eart

の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　これまで支援の網からこぼれてし
まっていた加害者家族へ支援を実施
することに加え、加害者支援の意義
や必要性について一般市民の理解を
広げることや、支援の仕組みづくり
にも取り組まれました。加害者家族
への支援は、あまり前例がないなか
で活動を実施していく必要がありま
すが、加害・被害双方の家族や再犯
防止に関わる支援者などの関係者と
コミュニケーションを取り、活動を
積み重ねることで、取り組みがさら
に広がることを期待します。
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ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
害
者
家
族
支
援

の
再
犯
防
止
効
果
を
実
証
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
的
に
は
行
政
に
よ
る
加
害

者
家
族
支
援
の
相
談
窓
口
な
ど
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
、
加
害
者
家
族
支
援
の
活
動
や
意

義
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以

下
、「  
」
内
は
阿
部
理
事
長
の
説
明
）。

３
７
７
件
の
相
談
に
対
応

　
加
害
者
家
族
電
話
相
談
で
は
、
24
時
間
３
６
５
日

対
応
の
「
加
害
者
家
族
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、

年
間
３
７
７
件
の
相
談
対
応
を
行
っ
た
。

　
相
談
者
の
加
害
者
と
の
関
係
と
し
て
は
、
父
親
、

妻
、
母
親
な
ど
が
多
く
、
事
件
の
内
容
で
は
殺
人
や

詐
欺
、
性
犯
罪
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
相
談
内

容
で
は
、「
事
件
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の

か
」、「
加
害
者
本
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
」、「
弁
護

人
に
関
す
る
悩
み
」、「
被
害
者
へ
の
対
応
」、「
学
校

や
職
場
へ
の
対
応
」
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
支
援
開
始
時
は
、
事
件
後
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た

女
性
か
ら
の
相
談
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
は
社
会
的

な
地
位
が
高
い
人
ほ
ど
、
家
族
が
罪
を
犯
し
た
と
き

に
リ
ス
ク
を
負
わ
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
男
性
の
相

談
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
事
件
後
、加
害
者
家
族
の
生
活
の
変
化
と
し
て
は
、

失
業
を
は
じ
め
、
弁
護
士
や
転
居
の
費
用
、
賠
償
金

の
支
払
い
な
ど
の
経
済
的
問
題
、
外
出
困
難
や
娯
楽

へ
の
罪
悪
感
な
ど
の
心
理
的
問
題
、
進
学
・
就
職
へ

の
影
響
、
学
校
・
職
場
で
の
差
別
、
地
域
・
社
会
か

ら
の
バ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
社
会
的
問
題
を
抱
え
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。

　
相
談
対
応
で
は
、
同
法
人
は
弁
護
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、
社
会
福
祉
士
、
宅
地
建
物
取
引
士
、
大
学

教
授
な
ど
の
専
門
職
で
構
成
し
て
お
り
、
相
談
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
ア
ド
バ
イ
ス

や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　「
例
え
ば
、
裁
判
に
関
す
る
相
談
で
は
弁
護
士
の

令和 5 年度事業

特定非営利活動法人
World Open Heart
加害者家族支援を通した
地域の再犯防止ネットワークの構築事業

【事業概要】
　犯罪者同様に厳しい非難に晒される加害者家族に対し、相
談支援や家族会を開催するとともに、関係団体とのネット�
ワークを構築することにより、全国に加害者家族の受け皿（相
談窓口等）をつくることを目指す事業

【実施内容】
◆�加害者家族電話相談
24時間365日対応の「加害者家
族ホットライン」を設置し、加害
者家族の相談対応を行う

◆加害者家族支援
全国各地で加害者家族のための個
別相談会と家族会を開催

◆再犯防止ネットワーク会議
全国で再犯防止に関わる活動をし
ている団体や関係者と再犯防止ネ
ットワーク会議を開催し、互いの
活動や課題の共有を図る

◆シンポジウムの開催
加害者家族支援の意義を多くの市
民と共有するため、「再犯防止と加
害者家族支援」をテーマにしたシ
ンポジウムを開催

事業概要

【成果】
◆加害者家族電話相談では、年間で延べ377件
の相談対応を行った

◆加害者家族支援では、全国6地域で個別相談
会と家族会を開催。個別相談会には延べ86人、
家族会に延べ41人の計127人が参加した

◆全国16地域で28回開催した再犯防止ネット
ワーク会議は、再犯防止に関する活動をして
いる団体や保護観察所、専門職、報道関係者
など延べ132人が参加した

◆加害者家族支援を実施した全国6地域で開催
したシンポジウムには、一般市民や保護司、
学生など延べ152人が参加した

▼
助成事業の波及効果
　　これまで支援体制がなかった高知県で個別
相談会と家族会を開催したことをきっかけに、
新たな加害者家族支援団体の発足に至った

　　また、同法人の活動や助成事業の取り組み、
政策提言をまとめた報告書を作成し、自治体
の担当者や司法関係者、政治家、報道関係者
等に配布したところ、追加の送付依頼や問い
合わせが増えるなど高い関心が寄せられた

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
210 万円
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事
件
が
ど
う
展
開

し
て
い
く
の
か

加
害
者
本
人
と
の

関
係
に
つ
い
て

弁
護
人
に
関
す
る

悩
み

被
害
者
へ
の
対
応

学
校
や
職
場
へ
の

対
宇

転
居
に
関
す
る
相
談

子
ど
も
へ
の
事
件
の

告
知

刑
事
施
設
に

関
す
る
相
談

裁
判
対
応
に
つ
い
て

警
察
対
応
に
つ
い
て

経
済
的
支
援
に

つ
い
て

社
会
復
帰
に
向
け
た

支
援

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（4）相談内容

（5）事件後の生活の変化

生活困窮

進学や就職を諦める

差別を受ける

誹謗中傷を受ける

家族関係悪化

娯楽や祝い事を控える

外出困難

2,5002,0001,5001,0005000 3,000

図 1 被害者家族の相談内容（平成20年12月～令和5年3月　相談件数 3071件）
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（5）事件後の生活の変化

生活困窮
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差別を受ける

誹謗中傷を受ける

家族関係悪化

娯楽や祝い事を控える

外出困難

2,5002,0001,5001,0005000 3,000

図 2 被害者家族の事件後の生活の変化
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紹
介
や
代
理
傍
聴
を
す
る
ほ
か
、
転
居
に
関
す
る
相

談
で
は
、
持
ち
家
で
あ
れ
ば
売
却
や
賃
貸
な
ど
経
済

的
な
こ
と
も
考
え
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
を

立
て
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
事
件
が
重
大

で
あ
る
の
か
も
大
き
く
、
被
害
者
が
亡
く
な
っ
た
ケ

ー
ス
で
は
自
宅
に
報
道
陣
が
押
し
か
け
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
当
法
人
が
窓
口
と
な
り
マ
ス
コ
ミ
対
応
を

行
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
性
犯
罪

の
場
合
は
治
療
の
道
筋
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
再
犯
率
が
高
い
こ
と
か
ら
家
族
と
し
て
治
療
に

付
き
合
う
べ
き
な
の
か
、
離
婚
し
た
ほ
う
が
い
い
の

か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を

し
て
い
ま
す
」。

全
国
６
地
域
で

相
談
会
・
家
族
会
を
開
催

　
加
害
者
家
族
支
援
で
は
、
全
国
6
地
域
（
仙
台
、

東
京
、
名
古
屋
、
広
島
、
高
知
、
熊
本
）
で
加
害
者

家
族
の
個
別
相
談
会
と
家
族
会
を
開
催
し
、
個
別
相

談
会
に
は
延
べ
86
人
、
家
族
会
に
は
延
べ
41
人
の
計

１
２
７
人
が
参
加
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
同
法
人
の
活
動

と
協
力
関
係
に
あ
る
現
地
の
弁
護
士
や
保

護
司
な
ど
の
専
門
職
と
連
携
し
、
事
業
の

周
知
や
会
場
の
確
保
な
ど
を
行
っ
た
。

　
個
別
相
談
会
は
、
電
話
相
談
と
は
異
な

り
家
族
で
参
加
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
弁

護
士
や
社
会
保
険
労
務
士
、
社
会
福
祉
士

な
ど
の
専
門
職
が
加
害
者
家
族
か
ら
の
相

談
対
応
を
行
っ
た
。
ま
た
、家
族
会
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
2
人
を
配
置
し
、
1
人
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
と
な
り
、
参
加
者
一
人

ひ
と
り
に
心
情
を
吐
露
し
て
も
ら
い
、
同
じ
境
遇
に

あ
る
家
族
同
士
が
悩
み
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

加
害
者
家
族
が
抱
え
る
苦
し
み
や
孤
独
感
の
軽
減
を

図
っ
た
。

　「
加
害
者
家
族
会
で
行
う
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
社

会
復
帰
を
支
え
る
活
動
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方

で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

罪
名
を
限
定
で
き
れ
ば
や
り
や
す
い
の
で
す
が
、
例

え
ば
殺
人
罪
と
性
犯
罪
で
は
共
感
し
づ
ら
く
、『
あ

な
た
は
ま
だ
い
い
よ
ね
』
と
い
っ
た
比
較
が
出
や
す

く
な
り
ま
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
し
ま
う
と
、
互
い
に
傷
つ
け
あ
う
場
を
提
供
す
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
加
害
者
家
族
会
と

し
て
参
加
し
た
け
れ
ど
、
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
個
別
相
談
会
に
切
り

替
え
る
な
ど
、
参
加
し
た
家
族
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
に
配
慮
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
ま
し
た
」。

再
犯
防
止
に
関
わ
る
支
援
者
と

活
動
や
課
題
を
共
有

　
さ
ら
に
、
再
犯
防
止
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
る

団
体
や
専
門
職
、
保
護
観
察
所
、
報
道
関
係
者
等
に

参
加
を
呼
び
か
け
、
再
犯
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

を
開
催
し
た
。
全
国
16
地
域
で
28
回
開
催
し
た
会
議

に
は
、
各
地
で
再
犯
防
止
の
活
動
に
携
わ
る
弁
護
士

や
保
護
観
察
官
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
な
ど
延
べ
１
３
２
人
が
参
加
し
た
。

　「
新
た
な
取
り
組
み
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
当
法

人
の
加
害
者
家
族
支
援
の
活
動
や
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
つ
い
て
互
い
に
説
明
し
あ
い
、
加
害
者
家
族
か
ら

相
談
を
受
け
た
経
験
や
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
加
害
者

家
族
支
援
は
弁
護
士
と
連
携
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
す
が
、
世
界
的
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
で
き
れ
ば
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
や
福
祉
分
野
の
方
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
、
意
識
的
に
声
か
け
す
る
こ
と
で
参

加
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
加
害
者
家
族
支
援

の
活
動
や
問
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
議
を
通
し
て
み
え
て
き
た
こ
と
と
し
て
は
、
い
ち

ば
ん
再
犯
防
止
に
つ
な
が
る
の
は
『
地
域
の
人
た
ち

の
目
が
や
さ
し
く
な
る
』
こ
と
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
と
再
犯
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
輪
を
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」。

一
般
市
民
を
対
象
に
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
さ
ら
に
、
加
害
者
家
族
支
援
の

意
義
や
必
要
性
を
一
般
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

再
犯
防
止
と
加
害
者
家
族
支
援
を
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全国 6 地域で開催したシンポジウムには、
専門職のほか加害者家族支援に関心のある
一般市民、学生など延べ 152 人が参加した

助成事業で作成
した報告書「加
害 者 家 族 白 書
2023 再 犯 防
止と加害者家族
支援」。同法人
の活動や相談事
業の統計報告、
助成事業の取り
組み、政策提言
を盛り込んだ
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
加
害
者
家
族
支
援
を
実
施
し
た
全
国

6
地
域
で
開
催
し
、
支
援
に
関
心
の
あ
る
一
般
市
民

や
学
生
、専
門
職
な
ど
延
べ
１
５
２
人
が
参
加
し
た
。

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
開
催
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
は
加
害
者
家
族
支
援
の
講
演
と
支

援
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
意

見
交
換
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
東
京
会
場
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
現
在
の
加
害
者
家
族

支
援
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
や

課
題
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
関
わ
り
方
な
ど
を

話
し
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
会
場
で
は
、
参
加

し
た
加
害
者
家
族
に
経
験
し
た
こ
と
を
話
し
て
も
ら

い
、
参
加
者
が
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
加
害
者
家
族
支
援
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
か
ら
は
「
加
害
者
と
家

族
は
違
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
」
と
い
う
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
が
高
く
、

加
害
者
家
族
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
や

地
元
の
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
同
法
人
の
活
動

や
相
談
事
業
の
統
計
、
助
成
事
業
の
取
り
組
み
、
政

策
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
「
加
害
者
家
族
支
援

２
０
２
３
再
犯
防
止
と
加
害
者
家
族
支
援
」
を
作
成

し
、
各
自
治
体
の
担
当
課
や
司
法
関
係
者
、
政
治
家
、

弁
護
士
、
報
道
関
係
者
な
ど
に
配
布
し
た
。

　
報
告
書
で
は
、
行
政
に
よ
る
加
害
者
家
族
の
相
談

窓
口
の
設
置
な
ど
を
提
言
し
て
お
り
、
配
布
先
か
ら

問
い
合
わ
せ
や
追
加
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
な
ど
高

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

新
た
に
加
害
者
家
族
支
援
団
体
が

立
ち
上
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
全
国
の
加
害
者
家

族
の
相
談
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
加
害
者
家
族
支

援
の
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
助
成
事
業
で
は
再
犯
防
止
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

ま
し
た
が
、
加
害
者
家
族
支
援
に
対
し
て
よ
い
感
情

を
も
た
な
い
人
で
も
再
犯
防
止
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
る
た
め
、
再
犯
防
止
の
観
点
か
ら
加
害
者
家
族
支

援
の
意
義
や
必
要
性
に
つ
い
て
全
国
で
発
信
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
支
援
体
制
が
な
か
っ
た
高
知
県
で
は
、
現

地
の
協
力
者
が
関
係
者
に
働
き
か
け
て
く
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
初
め
て
相
談
会
や
家
族
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
助
成
事
業
を
き
っ
か
け
に
新
た
に
加
害

者
家
族
支
援
団
体
が
立
ち
上
が
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、

加
害
者
家
族
支
援
の
再
犯
防

止
効
果
に
つ
い
て
根
拠
を
も

っ
て
訴
え
て
い
く
た
め
、
各

地
で
の
集
会
で
検
討
を
行
う

と
と
も
に
理
解
者
を
増
や
し

な
が
ら
、
研
究
者
と
連
携
し

た
エ
ビ
デ
ン
ス
の
積
み
重
ね

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
焦
点
の

当
た
ら
な
か
っ
た
加
害
者
家

族
支
援
を
先
駆
的
に
進
め
る

同
法
人
の
今
後
の
取
り
組
み

の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　　

　行政による加害者家族支援の相談
窓口が設置されることを目指すなか
で、行政側は一般市民からバッシン
グが寄せられることをいちばんおそ
れています。東京都には「犯罪何で
も相談」という相談窓口があります
が、少しオブラートに包んだ名称で
もよいので、より現実的に進めるこ

とのできるような働きかけをしていきたいと思います。
　また、加害者家族の問題を多くの一般市民に知ってもらい、
差別をなくすことが重要となります。最近は加害者家族をテー
マにした映画やドラマなどが増えており、エンターテイメント
的なアプローチを用いて、広く理解を広げていくことも有効だ
と考えています。

特定非営利活動法人 World Open Heart　　 　　
理事長  阿部  恭子氏

一般市民への理解を広げる

〒 980−0811　宮城県仙台市青葉区一番町1丁目 6−22
 シャンボール一番町 704 

T E L： 090−5831−0810
F A X： 022−707−0497
U R L： https://worldopenheart.com/
設　　立：平成 23 年 9 月
理 事 長：阿部　恭子

◆団体概要
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